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ご説明項目

１．第２四半期決算報告

２．事業展開
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３．中長期計画



１．2020年1月期
第２四半期決算報告第 四半期決算報告
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1－(1) 決算ハイライト 【連結】

連結業績

項目 2019年2Q 実績 2020年2Q 実績 前年同期比
（％）

売 上 高 9,608 9,406 97.9
営業利益 398 387 97.3
経常利益 308 324 105.2

親会社株主に帰属する
四半期純利益 189 158 83.9

【単位：百万円】

4

業績進捗
四半期純利益 189 158 83.9

売 上 高：エクステリア関連商品は順調に売上増加。
記録的な日照不足で日除け商品の売上減少。
欧州地域の販売体制の遅延による売上高減少。

営 業 利 益：販売費及び一般管理費は抑制し前年同期より減少。
売上高減少及び前倒しの在庫評価減実施により営業利益は減少。

経 常 利 益：為替差損の計上額減少により経常利益増加。

四半期純利益：未実現利益の税効果の影響で税負担利率が一時的に増加で純利益減少。

増減
ポイント



【単位：百万円】

項目 2019年
2Q実績

2020年
2Q実績

前年同期比
（％） 主な要因

売 上 高 9,608 9,406 97.9
202百万円減収
・プロユース事業 ：399百万円増加
・ホームユース事業：412百万円減少
・国際事業 ：182百万円減少

営業利益 398 387 97.3
10百万円増益
・売上総利益率 ：0.5ポイント減少
・販管費 ：3.5％減少
15百万円増益

1－(2) 損益計算書 【連結】

5

経常利益 308 324 105.2
15百万円増益
・前年同期と比べ為替差損の減少

：48百万円

親会社株主に帰属
する四半期純利益 189 158 83.9

30百万円の減収
・未実現利益の税効果の影響で税負担増加

：12.3ポイント増加
■売上高（百万円） ■経常利益（百万円）
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1－(3) 販売セグメント別推移 【連結】 （参考）

項目 売上高 構成比
（％）

前年
同期比
（％）

要 因

プロユース事業 5,882 62.5 107.3 主要商品である、エバーアートウッドおよびエバーアートボード関
連の大型エクステリア商品の売上が増加。

ホームユース事業 2,640 28.1 86.5 記録的日照不足の影響、災害特需の反動、G20での出荷規
制等で売上が一時的に減少。

国際事業 896 9.5 83.1
ネット販売、ガーデンセンター向け販売およびエクステリ商品が順
調に推移したものの、欧州地域のHC統廃合の影響および販売
体制の移管遅延による売上減少。

そ の 他 ▲12 ▲0.1 － 過去に販売していた「エクステリア関連雑誌」のからの返本処理。

【単位：百万円】

■ドイツ販社 清算の影響
➢売上高へ与える影響：年間▲5億円 上期で▲3億円 対応状況：ベジトラグEUからの販売へ適時切替中
➢利益に与える影響 ：退職金見合いの拠出約１億円 清算に伴う在庫評価減（廃棄含む） 63百万円

1,256
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そ の 他 ▲12 ▲0.1 過去に販売していた「エクステリア関連雑誌」のからの返本処理。

合 計 9,406 100 97.9
■売上高（百万円）

300

今期中に清算完了予定

4,906

5,483
5,882

4,000

5,000

6,000

2016年2Q 2019年2Q 2020年2Q

プロユース事業

3,459
3,052

2,640
2,000

3,000

4,000

2016年2Q 2019年2Q 2020年2Q
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項目
2019年 2Q実績 2020年 2Q実績

金額 売上比 金額 売上比

人件費 1,425 14.8％ 1,399 14.8％

1－(4) 販売費及び一般管理費分析 【連結】

【単位：百万円】
●主要販管費●主要販管費

発送費 601 6.3％ 627 6.6%

販促・広告費 400 4.2％ 365 3.9%

支払手数料 296 3.1％ 301 3.2％

計 3,755 39.1％ 3,624 38.5%
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項目 2019年 2Q実績 2020年 2Q実績 増減

売上総利益率（％） 43.2 42.7 ▲0.5ポイント

営業利益率（％） 4.1 4.1 －

経常利益率（％） 3.2 3.4 ＋0.2ポイント

四半期純利益（％） 2.0 1.7 ▲0.3ポイント

ROA（％） 2.1 2.0 ▲0.1ポイント

1－(5) 主要経営指標 【連結】

ROA（％） 2.1 2.0 ▲0.1ポイント

ROE（％） 2.4 1.9 ▲0.5ポイント
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●タカショー株価収益率●タカショー株価収益率
2020年２Ｑ

株 価株 価 457円457円 455円455円

株価収益率株価収益率 30.10倍30.10倍 41.82倍41.82倍

2019年２Ｑ

449円449円

41.27倍41.27倍

2019年8月29日
株 価

※売上総利益率、営業利益率、経常利益率及び四半期純利益率は売上構成比です。



項目 2019年
2Q実績

2020年
2Q実績 増減額 主な増減要因

流動資産 13,522 12,502 ▲1,019 現預金の減少 ：266百万円
たな卸資産の減少 ：391百万円

固定資産 6,336 7,224 888 建設仮勘定の増加 ：230百万円
リース資産の増加 ：388百万円

1－(6) 貸借対照表 【連結】
【単位：百万円】

資産合計 19,859 19,727 ▲131

流動負債 10,560 10,460 ▲100 支払手形及び買掛金の減少
：315百万円

固定負債 672 688 15 リース債務の増加 ：208百万円

純資産 8,625 8,578 ▲46 為替換算調整勘定の減少
：139百万円

負債純資産合計 19,859 19,727 ▲131
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使途別 2019年2Q実績 2020年2Q実績 2020年
通期予想

運転資金 5,022 5,117 4,827
設備資金 227 107 76
出資・買収 168 120 96
貸付金 151 20 5
合 計 5,570 5,366 5,004

【単位：百万円】

1－(7) 有利子負債分析 【連結】

5,022 5,117 4,827

547 248
177

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2019年 2Q 2020年 2Q 2020年1月期計画

運転資金 投資資金 増資
【単位：百万円】
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●新規投資内容
≫ ガーデンクリエイト関東 工場増築及び設備導入
3億4000万円

≫ 九江高秀 工場増設及び設備導入
3億4100万円

≫ システム関連投資
１億6000万円 ほか

※これらは昨年実施した増資資金から充当

●運転資金増加理由
≫ 生産量および販売量増加に伴う運転資金

投
資
資
金

100



1－(8) 有利子負債分析 【連結】

１．ガーデンクリエイト関東 工場増築及び設備導入 投資額：３億4000万円

➢約3000㎡の敷地に約2000㎡の工場増築
➢関東工場の拡大で生産量アップを図る

２．九江高秀（工場） 工場増設及び設備導入 投資額：３億4100万円

延べ床面積：約18000㎡工場増築

●新規設備投資計画における費用対効果
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３．大型インクジェットプリンター （外装建材分野に参入） 投資額：１億円

➢3Dアートボード
➢アートボード新柄・別注などの小ロット対応
➢新素材への着色による新規アイテイム展開

➢延べ床面積：約18000㎡工場増築
➢熱転写によるアルミフェンス等
オーストラリア・ドイツ向け

➢木製品の内製化比率の向上
（収益改善 品質向上・商品の拡充）



1－(9) 財政の概要とキャッシュ・フローの概要 【連結】

項 目 2019年1月期
2Q実績

2020年1月期
2Q実績 増減額

総資産 19,859 19,727 ▲132
純資産 8,625 8,578 ▲46
自己資本比率 43.0％ 43.1％ ＋0.1ポイント
1株当たり純資産 585円78銭 582円66銭 ▲3円12銭
1株当たり四半期純利益 15円19銭 10円88銭 ▲4円31銭

●財政の概要●財政の概要 【単位：百万円】

項 目 2019年1月期
2Q実績

2020年1月期
2Q実績 増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー 288 821 533
投資活動によるキャッシュ・フロー ▲310 ▲308 ▲2
財務活動によるキャッシュ・フロー 1,118 ▲300 ▲1,418
現金及び現金同等物
四半期末残高 3,656 3,390 ▲266
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1株当たり四半期純利益 15円19銭 10円88銭 ▲4円31銭

●キャッシュ・フローの概要●キャッシュ・フローの概要 【単位：百万円】



単位：百万円単位：
百万円

2019年
1月期実績

売上
構成比

2020年
1月期計画

売上
構成比 前年同期比

売上高 17,759 100.0％ 18,634 100.0％ 104.9％
売上総利益 7,680 43.2％ 7,939 42.6％ 103.4％
販管費 7,166 40.4％ 7,291 39.1％ 101.7％
営業利益 514 2.9％ 648 3.5％ 126.0％

1－(10) 2020年1月期 業績予想 【連結】

配当性向目標 ３０％

経常利益 333 1.9％ 542 2.9％ 162.6％
当期純利益 338 1.9％ 372 2.0％ 109.9％

ＥＰＳ
（円） 25円04銭 25円52銭

1株当たり
配当金
（円）

10.00 10.00
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２ 事業展開２．事業展開
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2-(1) 基本理念とミッション
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ホームユース事業

プロユース事業 ガーデン

エクステリア

コントラクト

新築

リフォーム

リノベーション

非住宅・商業施設分野
一般住宅・エクステリア分野

市場規模：13.7兆円

2-(2) 事業展開 ～事業セグメントとビジネスモデル～ オーダー型＆スタイル型トータル供給メーカー

ホームユース事業
ホームスタイル、DIY分野

国際事業
海外市場分野
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ホームセンター 専門店 ネット・通販

プロ ホーム ネット

市場規模：7,000億円

市場規模：16.5兆円



16,000

18,000

（単位：百万円）
過去10年間 業績推移

売上高

増資 5億円

増資 9億円
増資 10億円

2-(3) 業績推移

5,647 5,927
6,673

8,165
9,036

9,411
9,861 10,198 10,374 10,590

11,241

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

第30期 第31期 第32期 第33期 第34期 第35期 第36期 第37期 第38期 第39期 第40期
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プロユースの売上
10年で倍増



パッケージ提案5th ROOM
ファサードの提案

スタイル別提案 パッケージプランが
VRで体感

※タカショー調べ

エクステリア
市場規模4,700億円

ガーデン
市場規模2,330億円

コントラクト
市場規模13兆円

2-(4) プロユース事業の展開 －プロユース事業の特徴－

21

品質保証

別注対応が可能な
見積システム

別注対応が可能な
生産体制

総合カタログ

自社展示会

トータルライフスタイルの提案
全国のエクステリア

唯一の体験型ショールーム





80%

100%

120%

140%

160%

39期 40期 41期 42期 45期

●ガーデン・エクステリア市場規模：7,030億円 ●強化ポイント

・5th room展開 大型商品を含めたパッケージ提案

・スタイル別の提案 STYLE BOOK発刊

VRで5th ROOMを体感

パッケージ型商品の
売上拡大

2-(5) プロユース事業戦略 －ガーデン・エクステリア市場規模と施策－

VR動画

VR動作

36

それぞれの場所に合わせたプランを
工務店、ホームビルダー、リフォーム店に提案

●今後の展開
VR、動画

・パッケージ展開

ローボルトエクステリア

ローボルトライト
ローボルトスカイルーフ
ローボルトサイドスライド
ローボルトオートドア
ローボルトIoTカメラ

電気工事士の資格がなくとも
誰でもできるローボルトエクステリアシリーズ



50%

100%

150%

200%

39期 40期 41期 42期 45期

●コントラクト市場規模：13兆円 ●強化ポイント
外装ルーバー材の形状・カラーバリエーションが充実

●マーケット

多彩な空間設計に
対応可能

情緒性化粧外装建材の
売上拡大

2-(6) プロユース事業戦略 ‒コントラクト市場規模と施策－
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●マーケット

エバーアートウッド

●ビル・マンション・集合住宅 ●商業・レジャー・宿泊施設 ●医療・福祉施設 ●教育・公共施設

エバーバンブーエバーアートボード

ストリンガー部材
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●ガーデニング市場規模：7,000億円

玄関まわりパッケージ
簡易パッケージの提案により
DIFM（ドゥーイットフォーミー）

●新商品の投入

アルミ熱転写
『美WOOD』
アルミ熱転写商品
フェンス、縁台など

熱転写商品の
売上拡大

2-(7) ホームユース事業戦略 －自社工場生産品を強化－

50%
39期 40期 41期 42期 45期
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●強化ポイント
自社工場の拡大 → 『美WOOD』 アルミ熱転写商品製造工場を新設

DIFM（ドゥーイットフォーミー）
市場への展開

＋
従来工場従来工場 70,00070,000㎡㎡ 新工場新工場 18,00018,000㎡㎡
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100%
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400%

●海外市場規模：16.5兆円 ●ホームユース展開
ガーデンリビング商品

ベジトラグ菜園商品

プロとホームの連動により
売上拡大

2-(8) 海外事業戦略 －ホームとプロの連動により売上拡大－

39期 40期 41期 42期 45期
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●プロユース展開
各国の販売子会社にて展開。
ドイツに直営の支店を開設し、
プロユースを積極展開

●各国の市場規模



３ 中長期計画３．中長期計画
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大量販売 顧客ニーズ提供

タカショーのオンリーワン政策

それぞれの顧客ライフスタイルを提供
（フロントエクステリア＋5thROOM＋ガーデン）
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単位：百万円 単位：百万円

5,000

10,000

15,000

20,000

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
合計 プロユース ホームユース 国際

3-(1) 中長期計画【連結～セグメント別～】

プロユースプロユース

国 際国 際

10,590

1,741

11,241 11,952 16,000

1,553 2,101 5,000

2020年１月期
計 画

2021年１月期
計 画

2025年１月期
計 画単位：百万円

ホームユースホームユース 5,434 5,865 6,446 9,000

2019年１月期
実 績

12,668

2,762

7,070

2022年１月期
計 画
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00
第39期 第40期 第41期 第42期 第45期

合 計合 計 17,759 18,634 20,500 30,00022,500



単位：百万円単位：百万円
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30,000 売上高 営業利益 経常利益 純利益

3-(2) 中長期計画【連結～利益～】

売上高売上高

経常利益経常利益

当期純利益当期純利益

17,759 18,634 20,500

333 542 780

338 372 480

2019年１月期
実 績

2020年１月期
計 画

2021年１月期
計 画

2022年１月期
計 画単位：百万円

営業利益営業利益 514 648 820

22,500

960

600

1,013
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※ 予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確性・完全性を保証し、また約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。

0 0 
第39期 第40期 第41期 第42期 第45期

2025年１月期
計 画

30,000

1,980

1,230

2,040



世界№１
ガーデンカテゴリーカンパニーへ

オープンガーデン園芸療法文化
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本資料は、2020年1月期の業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当
社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。
また、本資料は2019年7月20日現在のデータに基づき作成しております。
本資料に記載した意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報
の正確性、完全性を保証し、又は約束するものではなく、また今後、予告なしに
変更されることがあります。
なお、本資料内の“当期純利益”は、“親会社株主に帰属する当期純利益”を表しま
す。

【IRお問合せ先】
執行役員経営管理副本部長 井 上 淳
E-mail：soumubu@takasho.co.jp
TEL：073-486-2540

http：//takasho.co.jp
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